
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】
国は、団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもと
で、可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、医療や介
護・看護、生活支援などの地域の包括的な支援やサービス提供のネットワークとして地域包括ケアシステ
ムの構築を目指している。

≪事業の目的≫
住み慣れた地域において、市民が健康で安心して生活できる社会環境を整備するため、地域住民や組織、
医療や介護サービス等の関係機関が連携を図りながら、地域主導型の地域ネットワークを形成し、高齢者
の生活を支える新しい地域づくりを進める。
≪事業概要≫
①会議体の設置…6か所の地域ケア圏域会議（1会議20名程度）を設置する。
②会議の開催
　各圏域年間4回の定例会
【各定例会の内容】
Ⅰ圏域会議の目的と地区の現状把握
Ⅱ現状の社会資源の把握と今後必要な社会資源について協議
Ⅲ今後必要な社会資源についてのグループワーク
Ⅳ今後必要な社会資源について、具現化するための協議
③進行役（ファシリテーター）の配置
各圏域に生活支援コーディネーター（主任介護支援専門員）を配置する。

施策 0601
地域包括ケアシステムの推進
体制の確立

≪≫の金額 補正予算要求時…当初・繰越予算の合計額
　　　　　 新年度予算要求時…当初・繰越・補正予算の合計額

事業名 高齢者地域ネットワーク事業 現状維持 予算額

事業期間 平成27年 ～ 財
源
内
訳

根拠法令
要綱等

介護保険法
大村市地域包括ケアシステム推進会議設置要綱
大村市生活支援コーディネーター設置要綱

担当課 福祉保健部長寿介護課 課長 前川　靖彦

担当者 森　ふみ 問合せ先 0957-53-8141（内線206）

地方債 千円
その他 千円
一般財源 1,023 千円

2,421 千円

4,385 ≫千円
国庫支出金 932 千円
県支出金 466 千円

H29年度より開始

H29年度より開始

H３０年度より開始

H30年度中に開始

H30年度中に開始

H30年度中に開始

①玖島中学校

②大村中学校

③西大村中学校

④萱瀬中学校

⑤桜が原中学校

⑥郡中学校
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】（千円）

評価調整
委員会評価

妥当性
(市の関与)

　地域主導型の地域ネットワークづくりを行うにあたり、各圏域毎に生活支援コーディネー
ター（主任介護支援専門員）を配置し、H29年度より各圏域毎に会議体を立ち上げている。立
ち上げ段階にあり、市が実施主体となることは妥当である。

有効性
(施策貢献度)

　市民が安心して生活できる社会環境を整備するため、各圏域毎の地域特性に応じた課題抽
出や今ある社会資源の情報共有を行う事は地域づくりの一環として有効であり、施策の推進
に貢献するものである。

効率性
(コスト)

　各圏域毎に生活支援コーディネーターを配置するが、市が直営で運営を行うことにより、
必要最低限の経費に抑える。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 1次評価のとおり

嘱託員(人) 0.00人
フルコスト 864 3,207 12,319 10,355 10,355 10,355 47,455

職員(人) 0.09人 0.31人 0.97人 0.97人 0.97人 0.97人 4.28人
時間外勤務(h) 14h 160h 440h 440h 440h 440h 1934h

一般財源 77 264 1,853 1,023 1,023 1,023 5,263
人件費 682 2,574 7,934 7,934 7,934 7,934 34,992

地方債 123 123
その他 0

国庫支出金 70 246 1,688 932 932 932 4,800
県支出金 35 844 466 466 466 2,277

年度 H28 H29 H30 H31 H32 H33 合計
事業費 182 633 4,385 2,421 2,421 2,421 12,463

目標値

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)

地域包括ケアシステム会議
（推進会議，拡大会議,地域ケア会議）

目標値 回 4 3 10 6 6

地域包括ケアシステム実務者圏域会議 目標値 回 0 8 24 12 12

目標値

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(実績)
H30

(目標)
H31

(目標)
H32

(目標)


